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2026年3月期 連結決算の概要

（単体決算の概要）

1 決算サマリー
2026年3月期の業績

1

コア業務純益（除く投資信託解約損益）

経常利益  

当期純利益  

48,513 53,147 4,634

18,959 20,989 2,030

13,354 15,055 1,701

21,380 22,504 1,124

22,826 24,544 1,717
資金利益 22,007 23,587 1,580
役務取引等利益 1,581 1,776 194
その他業務利益 △ 2,208 △ 2,859 △ 650

△ 1,446 △ 2,039 △ 593
(△) 12,764 12,676 △ 87

人件費 (△) 5,888 6,069 180
物件費 (△) 5,729 5,621 △ 107
税　金 (△) 1,146 985 △ 160

8,616 9,827 1,211

10,062 11,867 1,804

9,634 11,236 1,602
(△) ー △ 44 △ 44

8,616 9,872 1,256

10,612 10,434 △ 177

10,405 10,758 352
(△) △ 2 487 490

19,228 20,306 1,078

8 1 △ 6

13,951 14,786 834

経常利益

特別損益

当期純利益

コア業務純益

(除く 投資信託解約損益)

一般貸倒引当金繰入額

業務純益

臨時損益

うち株式等損益

うち不良債権処理額

業務純益（一般貸倒引当金繰入前）

親会社株主に帰属する当期純利益

単 体（百万円） 2025年3月期 2026年3月期

(除く国債等債券損益)

うち国債等債券損益

経費(除く臨時処理分)

前年比

業務粗利益

連 結（百万円） 2025年3月期 2026年3月期 前年比

経常収益

経常利益

１５,０５５百万円（前年度比12.７％増）

親会社に帰属する当期純利益

１１,２３６百万円（前年度比16.６％増）

２０,３０６百万円（前年度比５.６％増）

１４,７８６百万円（前年度比６.０％増）

経費を前年並みに抑えつつ、貸出金利息・有価証券利息配当金の
大幅増加等により、銀行の本業利益を表すコア業務純益は、4年連
続で過去最高益を更新

コア業務純益の増加に加え、2026年3月期も多額の株式売却益
を計上し増益

連結同様、過去最高益を更新
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1 2 コア業務純益の推移
202６年3月期の業績

 貸出金利息・有価証券利息配当金などの資金運用収益の増加

から、銀行の本業であるコア業務純益は過去最高益を更新

 役務手数料は金融商品販売手数料や法人のコンサルティング

  手数料を中心に5年連続の増加

8,060

9,695 10,062

11,867

5,921

8,887

19,228
20,306

4,106
5,204

13,951
14,786

2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期

コア業務純益 経常利益 当期純利益

コア業務純益・経常利益・当期純利益の推移（百万円）

8,747 9,549 10,547
12,705

9,449
11,106

12,557
14,262

57
162

170

378

2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期

貸出金利息 有価証券利息 その他

資金運用収益の推移（百万円）

18,254
20,818

23,275

2７,３４６

1,442 1,444 

1,581 

1,776 

2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期

役務取引等利益の推移（百万円）

コア業務純益

当期純利益

経常利益

+1,804

+834

+1,078

＋208

＋2,158

＋1,705

+4,071

資金運用収益

役務取引等利益

+194



３Copyright Ⓒ 2026 FIRST BANK OF TOYAMA, All Rights Reserved.

1 3 貸出金の状況
2026年3月期の業績

 貸出金残高は各セグメントとも増加

 事業性貸出は、地元企業を中心に旺盛な設備資金需要を取り

 込み着実に増加。個人向けでは住宅ローンが増加基調を維持

6,267 6,561 6,820 7,058

2,187
2,361 2,462 2,532

1,092
1,060 956

1,006

2023年3月末 2024年3月末 2025年3月末 2026年3月末

事業性 個人向け 地公体

貸出金残高の推移（億円）

9,546 9,983 10,239
10,597

3,876 4,058 4,023 3,982

310 301 314 304

2,080 2,202 2,482 2,771

2023年3月末 2024年3月末 2025年3月末 2026年3月末

中小企業 中堅企業 大企業

事業性貸出金残高の推移（億円）

6,267 6,561 6,820 7,０５８

2,037 2,220 2,323 2,393

138
130 129 129

2023年3月末 2024年3月末 2025年3月末 2026年3月末

住宅ローン その他ローン

消費者ローン残高の推移（億円）

2,175
2,350 2,452

2,５２３

＋49

＋237

＋70

＋357

貸出金残高

＋288

△9

△41

＋237

事業性貸出金残高

＋69

＋0

＋70

消費者ローン残高
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1 4

202６年3月期の業績

有価証券運用の状況

 有価証券は、長期金利の上昇を受け、低利回りの社債・地方債を売却し、比較的短期の国債へシフト。国内金利・株価等

 の動向を見極め、最適なポートフォリオを構築

 2026年3月末における「その他有価証券評価損益」は、898億円と大きく増加

363 357 317

1,318
126 130 131

6

584 670 636

67

1,063
1,401 1,376

1,703
875

1,012
905

9191,279

1,334
1,311

1,315

2023年3月末 2024年3月末 2025年3月末 2026年3月末

国債 地方債
その他円建債券 株式
外貨建債券 受益証券他

有価証券残高の推移（億円）

4,292

4,906
4,677

5,３３０

208

639

425

898

2023年3月末 2024年3月末 2025年3月末 2026年3月末

その他有価証券評価損益（億円）

△568

＋1,000

△124

＋327

＋14

＋4 

＋653

有価証券残高
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1 5 預金・個人預り資産の状況
202６年3月期の業績

  預金は、 アセット拡大方針や金利上昇を踏まえ、定期性預金を中心に増加。

  新NISAを含めた資産形成支援を積極的に推進。きめ細かなコンサルティングを徹底した結果、投資信託を中心として

 個人預り資産残高は増加基調を維持

8,345 8,355 8,377 8,414

3,966 4,532 4,656 4,827

178
315 753 1,056

2023年3月末 2024年3月末 2025年3月末 2026年3月末

個人 一般法人 公金・金融

預金残高の推移（億円）

12,4９０ 13,203
13,７８７

1４,２９８

609 611 586 566

398
495 578

736
24

27
38

62

2023年3月末 2024年3月末 2025年3月末 2026年3月末

年金保険 投資信託 公共債

個人預り資産残高の推移（億円）

1,032
1,134

1,202

1,３６６

＋36

＋171

＋303

＋511

預金残高

△19

+157

＋24

＋163

個人預り資産残高
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1 6 利回り・利鞘の推移/経費・コアOHRの状況
202６年3月期の業績

 金利上昇局面において、預金利回り上昇が先行するも、預貸金利鞘はプラスを堅持し、総資金利鞘も上昇

 経費は、賃上げに伴い人件費が増加するも、コア業務粗利益の増加により、コアOHRは更に低下

18,254

20,818

23,275

27,346

0.95 0.99 1.05 
1.23 

2.10 

2.68 
2.88 

3.38 

0.09 0.11 0.04 

0.06 

0.42 0.55 0.54 0.63 

△ 0.50

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期

資金運用収益 貸出金利回り
有価証券利回り 預貸金利鞘
総資金利鞘

5,447 5,540 5,888 6,069

5,043 5,283
5,729 5,621

779 910
1,146 985

58.30
54.76 55.92

51.65

0.00

20.00

40.00

60.00

0

5,000

10,000

15,000

20,000

2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期

人件費 物件費 税金 コアOHR

11,270 11,735
12,764 12,６７６

資金運用収益・利回り・利鞘の推移（左軸：百万円、右軸：％） 経費・コアOHRの推移（左軸：百万円、右軸：％）
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1 開示債権・自己資本比率
202６年3月期の業績

7

 事業再生支援の継続的な取り組み等により、開示債権比率は0.１６ポイント改善

 バーゼルⅢ最終化の影響により、リスクアセットは大幅増加も、自己資本の積み上げにより、自己資本比率は上昇

267

294

256
247

2.78%
2.92%

2.48%
2.32%

0.00%

1.00%

2.00%

3.00%

220

240

260

280

300

2023/3末 2024/3末 2025/3末 2026/3末

金融再生法開示債権 開示債権比率

8,757
9,274 9,665

10,216

8,576
9,076

9,537
10,080

11.41%
11.10%

12.07%
12.30%

11.29%
11.02%

11.71%
11.96%

7.00%

8.00%

9.00%

10.00%

11.00%

12.00%

13.00%

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

2023/3末 2024/3末 2025/3末 2026/3末

リスクアセット（連） リスクアセット（単）

自己資本比率（連） 自己資本比率（単）
（億円）

（億円）

金融再生法開示債権 自己資本比率・リスクアセット
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2 1 株主への利益配当（案）
剰余金処分

基本方針 高い健全性と最適な資本水準とのバランスを考慮し、かつ安定的な配当の継続

● 配当性向35％以上 着実に利益水準を高めることにより、１株あたり配当金の増加を目指す

● 柔軟かつ機動的な自己株式の取得 業績・自己資本の状況、成長投資の機会などを勘案したうえで実施

株主還元方針

（２０２５年４月25日公表）

当初公表
［予想］

２０円

うち80周年記念

配当３円を含む

配当実績と予想

年間配当額

２５円

３６円

８４円

26/5/12公表
［予定］

昨年４月に変更し公表した株主還元方針

（配当性向35％以上）に基づき、年間配当

 額は８４円を計画

 （2025年3月期対比 2.5倍の大幅増配）

（円）

３４円



９Copyright Ⓒ 2026 FIRST BANK OF TOYAMA, All Rights Reserved.

2 2 自己株式の取得及び消却
剰余金処分

● 5５億円を上限に市場買付にて実施

取得種類の株式 普通株式

取得株式の総数
2,０00,000株（上限）
発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合：
３.１８％

取得価額の総額 ５,５００,０００,０００円（上限）

取得期間 202６年５月１３日 ～ 202６年５月２９日

取得方法
自己株式立会外買付取引（ToSTNeT-３）
を含む市場買付

自己株式の取得（202６年５月１２日公表）

● 現状保有する自己株式の一部を消却

株式の種類 普通株式

消却予定日 2026年5月29日

自己株式保有数 １,459,００５株（2026年３月31日時点）

消却予定株数
1,309,７００株（消却前の発行済株式総数
の2.03％）

消却後の発行済
株式総数

63,000,000株

自己株式の消却（202６年５月１２日公表）

 配当（案）に加えて、５５億円を上限に自己株式を取得

 同時に保有する自己株式を消却することで、将来の希薄化懸念の解消と流通株式比率の改善を図る
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3 1 2027年3月期 業績予想
今期の見通し

 金利上昇を捉え、資金利益は増加を見込む一方、費用は将来の基幹系システム更新に向けた検討・準備、生成ＡＩ関連等、

  成長投資分野への積極的な投資の実施により増加を見込む

 今期は高水準ながら若干の減益見通し

経常利益 5,233 6,326 9,223 18,959 20,989 18,000

親会社に帰属する当期純利益 3,486 4,203 5,284 13,354 15,055 13,000

１株当たり当期純利益 52円33銭 65円40銭 83円02銭 208円95銭 238円８８銭 212円83銭

経常利益 4,794 5,921 8,887 19,228 20,306 18,000

当期純利益 3,375 4,106 5,204 13,951 14,786 13,000

１株当たり当期純利益 50円66銭 63円89銭 81円78銭 218円29銭 234円59銭 212円83銭

2025年3月期
実績

2025年3月期
実績

2027年3月期
通期予想 2026/３期比

増減率（％）

△ 11.4

△ 12.1

―

2027年3月期
通期予想 2026/３期比

増減率（％）

△ 14.2

△ 13.7

―

単　体
（金額単位：百万円）

2022年3月期
実績

2023年3月期
実績

2024年3月期
実績

2026年3月期
実績

連　結
（金額単位：百万円）

2022年3月期
実績

2023年3月期
実績

2024年3月期
実績

2026年3月期
実績
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3 2

今期の見通し

項 目 202２年度 202３年度 202４年度 202５年度 202６年度

連結当期純利益(百万円） 4，203 ５，２８４ １３，３５４ １５，０５５ １３，０００

配当金総額（百万円） １，２７９ １，５８８ ２，１６７ ５，２７９

中間配当（円 銭） ８.00 １２.00
普通配当 １２.00
記念配当 ３.00

２８.00 37.50

期末配当（円 銭） １２.00 １３.00 １９.00 ５６.00 37.50

年間配当（円 銭） ２０.00 ２５.００ ３４.00 ８４.00 ７５.00

連結配当性向（％） ３０.６ 30.１ １６.３ ３５.２ 35.2

 今期の年間配当は、配当性向35％以上の配当方針に従い、年間配当75円（中間・期末ともに37円50銭）を想定

 長期ビジョンに掲げる「お客さま」「株主」「役職員」「地域」を持続的に高める取り組みを進める中、株主への利益還元を

実施

株主還元方針を遵守した
利益還元を目指す 

各期の株主還元策 2025年4月 
株主還元方針の変更を実施

期中2度にわたり配当予想
を上方修正（増配）

好調な決算内容を受け、期
末配当を更に6円増配予定

 

2度にわたり
配当予想を上方修
正（増配）

2022年4月
株主還元方針を策
定

２０２７年３月期 配当予想

好調な決算内容を
受け、期末配当を
４円増配

 自己株式 10億円取得
自己株式
10億円取得

自己株式5億円
取得＋消却

自己株式最大55億円
取得＋消却（取組開始）



本件に関するご照会先

総合企画部 

076－424－1219

076－491－4162

souki@first-bank.co.jp

https://www.first-bank.co.jp/

TEL

E-mail

URL

FAX

● 本資料は、情報提供のみを目的として作成されたものです。特定の有価

証券等の売買を勧誘するものではありません。

● 本資料に記載された内容の全部または一部は、予告なしに修正または

  変更される場合があります。

● 本資料には、将来の業績に関する記述が含まれております。当該記述に

つきましては、将来の業績を保証するものではなく、経営環境の変化等

の要因により、実際の数値と異なる可能性があることにご留意ください。
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